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� １１月６日・１５日は調理実習をします。
・時 間：午前１０時～午後１時
・材料費：５００円（当日集めます。）
・開催日の１週間前までに中央公民館へ
お申込みください。（先着２４名）

◆時 間 午前１０時～正午

◆受講料 無料

◆申込み 不要

◆託 児 ２歳以上（各開催日の４日前までに

中央公民館へお申込みください。）

■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７―１５６７・６４―９４８２

講
演
会
の
片
隅
で
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ

を
使
っ
て
話
の
内
容
を
書
き
と

め
る
人
た
ち
が
い
る
。
聴
覚
障

害
者
の
耳
代
わ
り
と
し
て
情
報

保
障
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
助
け
る
活
動
を
し
て
い
る

要
約
筆
記
通
訳
の
人
た
ち
だ
。

ロ
ー
ル
シ
ー
ト
に
黒
の
フ
ェ

ル
ト
ペ
ン
で
書
く
。
四
人
一
組

で
作
業
す
る
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ
の
強
烈

な
光
に
負
け
な
い
偏
光
グ
ラ
ス

の
せ
い
で
、顔
付
は
コ
ワ
そ
う
。

グ
レ
イ

制
服
も
灰
色
で
地
味
。

＊

＊

「
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
影
の

存
在
な
ん
で
す
。
縁
の
下
の
力

持
ち
の
よ
う
で
、
私
に
ピ
ッ
タ

リ
�
」
今
年
の
３
月
ま
で
、「
西

宮
ペ
ン
の
会
」
の
会
長
を
し
て

い
た
株
元
玲
子
さ
ん
は
、
少
し

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

要
約
筆
記
の
歴
史
は
比
較
的

新
し
い
。
そ
れ
で
も
、「
西
宮
ペ

ン
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
、
来

年
で
２０
年
。
県
下
で
も
早
く
か

ら
活
動
し
て
い
る
方
だ
と
い

う
。「そ

の
ぶ
ん
、市
内
だ
け
じ
ゃ

な
く
県
か
ら
の
依
頼
も
多
い
の

で
す
。
依
頼
は
年
々
増
加
し
て

年
間
１５０
件
に
も
な
り
ま
す
。
派

遣
依
頼
の
事
務
に
会
員
４０
名
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
等
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
多
忙
な

毎
日
で
し
た
。」と
２
年
間
を
ふ

り
か
え
る
。

＊

＊

株
元
さ
ん
と
「
要
約
筆
記
」

の
出
会
い
は
１１
年
前
。
公
民
館

の
「
養
成
講
座
」
の
参
加
者
が

少
な
く
「
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
新
聞
記
事
を
見
た
時
。「
著
名

講
師
の
話
が
身
近
で
聞
け
る
」

と
い
う
言
葉
に
も
魅
か
れ
た
。

講
座
終
了
後
は
、
そ
の
ま
ま

「
ペ
ン
の
会
」
に
入
会
。

「
当
時
は
会
員
数
も
少
な
く
、

派
遣
に
も
す
ぐ
行
か
さ
れ
ま
し

た
。
わ
か
ら
な
い
な
り
に
必
死

に
書
き
ま
し
た
が
、
誰
か
の
役

に
た
っ
た
こ
と
は
感
動
で
し
た

ね
。」平成

９
年
度
に
は
、
養
成
講

座
の
講
師
も
担
当
し
た
。

「
講
座
を
受
講
し
た
だ
け
で

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
毎

月
の
例
会
で
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。
で
も
、
派
遣
に
行
く
の

が
一
番
勉
強
に
な
り
ま
す
。
緊

張
し
、
集
中
し
ま
す
か
ら
。」

今
で
も
派
遣

の
前
に
は
、
テ

レ
ビ
を
聞
き
な

が
ら
書
く
練
習

を
し
て
い
る
。

内
容
を
理
解
し

・

・

・

・

・

な
が
ら
速
く
、
正
し
く
書
く
た

め
に
、
頭
の
働
き
を
滑
ら
か
に

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
講
師
の
著
書
を
読
む
な
ど

予
備
知
識
も
必
要
。
や
は
り
話

の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
ほ
ど

「
よ
く
書
け
る
」の
だ
そ
う
だ
。

＊

＊

「
今
後
は
お
年
寄
り
の
行
事

な
ど
に
も
行
っ
て
み
た
い
」
と

株
元
さ
ん
は
言
う
。
要
約
筆
記

を
必
要
と
す
る
人
が
も
っ
と
い

る
は
ず
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

若
い
会
員
た
ち
は
、「
パ
ソ
コ

ン
要
約
」
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
定
年
後
に
始
め
た
男
性
会

員
も
い
る
。

「
だ
か
ら
、
老
若
男
女
、
誰

で
も
歓
迎
し
ま
す
。」そ
う
い
う

と
、
株
元
さ
ん
は
、
も
う
一
度

い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
っ
た
。

「
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集

公
民
館
で
は
、「
に
し
の
み
や

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す

る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
の
は
、
市
内
で
人

権
学
習
や
人
権
に
か
か
わ
る
活

動
を
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
で
、
来
年
３
月
７
日
・
８
日

に
開
催
予
定
の
「
に
し
の
み
や

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
し
、

プ
レ
ラ
に
し
の
み
や
４
階
で
人

権
に
か
か
わ
る
展
示
や
講
演
会

な
ど
を
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
は
、
各
公
民
館
で
配
布
し
て

い
る
「
参
加
企
画
書
」
に
記
入

の
上
、
１０
月
末
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

要約筆記通訳とは、聴力に障害がある方のために講演会や会議
などの話の要点を、その場で書いて伝えることです。
要約筆記通訳者は、全国的にも不足しております。
ぜひ、あなたもこの講座に参加して、ボランティアとして活躍

してみませんか。

◆時 間 午後１時～４時
◆会 場 中央公民館
◆講 師 西宮市聴力言語障害者協会難聴部

要約筆記サークル「西宮ペンの会」
◆受講料 無料
◆対 象 市内在住・在勤・在学者
◆定 員 先着２０名
◆申込み ９月３０日（月）から中央公民館で受付（電話可）
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７―１５６７・６４―９４８２、�（０７９８）６７―１５６８

速く、正しく、読みやすく

座講文本 学日

時
事
講
座

�現代人の心の問題�を読む
◆講 師 大阪女学院短期大学講師 槌賀 七代
◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆会 場 若竹公民館
◆受講料 無 料
◆定 員 先着５０名
◆申込み １０月２日（水）より若竹公民館窓口

または電話（０７９８）６７―７１７１まで
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７―１５６７・６４―９４８２

現代人の持つ「心の問題」につい
て考えていきたい。その原因を探し、
それをはっきり知ることからしかそ
の対策はありえない。
本年度は現代人が忘れた、または
失った「日本人の心」を探し、その
問題について考えていく。

◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆会 場 若竹公民館
◆受講料 無 料
◆定 員 先着５０名
◆申込み １０月２日（水）より、若竹公民館窓口

または電話（０７９８）６７―７１７１まで
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７―１５６７・６４―９４８２

―時の流れを追求する―
講 師

元産経新聞論説委員
前野 泉

ジャーナリスト
泉 和幸

テ ー マ

医療制度の改革について

道路・郵政の民営化について

日本の外交姿勢

その時々の国内外の政治・経済・社会
の動きを取りあげ、その意味を考える

曜日

木

曜

日

月日

１０／１７

１０／２４

１０／３１

１１／１４

１１／２８

１２／１２

回

１

２

３

４

５

６
テ ー マ

深沢七郎「笛吹川」の問題 ～全体の説明～

幸田露伴「五重塔」より

森 鴎外「安井夫人」の問題

森 鴎外「大塩平八郎」の提示するもの

永井荷風「ふらんす物語」の提示するもの

芥川龍之介「地獄変」「杜子春」の意味するもの

曜日

金

曜

日

月日

１０／１１

１０／１８

１１／１５

１１／２９

１２／１３

１２／２０

回

１

２

３

４

５

６

■鳴尾公民館 「これからの人権課題」

講 師

民間相談機関スタッフ

ＪＰＣｏｍ事務局長
桑 原 英 文

ＮＰＯさまりたんプロクラム代表
吉 田 明 彦

人権と報道関西の会・弁護士
太 田 健 義

西宮市手をつなぐ育成会会長
岡 崎 陽 子

じんけん楽習塾
笠 原 秀 己

テ ー マ

ＤＶ～シェルターからの報告

フィリピンでのコミュニティづくりか
ら日本を考える

「ホームレス」と呼ばれて生きること

人権と報道のはざまで

知的障害者が当り前に暮らすために

人権学習を暮らしの中へ

月日

１０／１０
（木）

１０／１７
（木）

１０／２４
（木）

１１／１４
（木）

１１／２１
（木）

１２／５
（木）

回

１

２

３

４

５

６

■中央公民館 「歴史から知る私たちの人権意識」

元市立中学校長
垣 内 宏 之

大阪芸術大学教授
西 岡 陽 子

大阪産業大学教員
石 坂 正 司

四日市市人権学習センター
和 田 勉

人権啓発学習センター
斉 藤 博

元市立中学校同和教育推進教員
武 田 弘

暮らしの中の歴史の影

中世の人々に見えたもの

歴史の中の西日本と東日本

「番人」の生活

「女人禁制」とは何か

過去と現在をつなぐもの

１０／２８
（月）

１１／１１
（月）

１１／１８
（月）

１１／２５
（月）

１２／２
（月）

１２／９
（月）

１

２

３

４

５

６

■浜脇公民館 「もっと体験型人権学習�」
講 師

元夙川学院短期大学教授
藤 田 久 男

市保健サービス課保健師
小 原 久美子

コミュニケーションテクノロジー研究所長
上 村 光 弼

西宮心理臨床センター所長
横 山 直 征

金 浩 子

じんけん楽習塾
笠 原 秀 己

テ ー マ

人権学習の鍵を開ける

「老いる」ということ

自分を好きになるために

子育てからみえてくるもの

食文化で知る韓国

人権学習を暮らしの中へ

月日

１０／２
（水）

１０／１６
（水）

１０／２３
（水）

１０／３０
（水）

１１／６
（水）

１１／２０
（水）

回

１

２

３

４

５

６

■塩瀬公民館 「もっと体験型人権学習�」
関西大学講師

宮 前 千雅子

神戸メンタルサービス心理カウンセラー
根 本 理 加

市保健サービス課保健師
宇 野 恵理子

「子・己育ち相談リリーフ」主宰
小 谷 訓 子

金 浩 子

じんけん楽習塾
李 福 美

人権学習の鍵を開ける

自分を好きになるために

「老いる」ということ

子育てから見えてくるもの

食文化で知る韓国

人権学習を暮らしの中へ

１０／４
（金）

１０／１１
（金）

１０／２５
（金）

１１／８
（金）

１１／１５
（金）

１１／２２
（金）

１

２

３

４

５

６

（中期）

役
に
た
っ
た
こ
と
が

感
動
で
し
た

（樋ノ口町一丁目在住）

株元玲子さん

人
権
問
題
学
習
会

要約筆記通訳者

養成講座

●日 程 １０月１０日～１２月１９日
（毎週木曜日・全１１回）

（中期）

各
館
共
通

（２）平成１４年（２００２年）９月２５日にしのみや公民館ニュース


